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２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災により，被害
を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上げます。

東日本大震災は，子ども会活動に大きな影響を与えました。
震災から１年。泉区子ども会育成会は，今後も子どもの笑顔
と元気のために地域で育てる子ども会のために，支援活動を
続けてまいります。

子どもの笑顔・元気のために
いま できることを

第31回　泉区民ふるさとまつり
平成 23年 8月 20日（土）　七北田公園泉ヶ池ほとりにて　火入れした灯ろうを流す子どもたち。
東日本大震災により犠牲となられた方々を慰霊するために多くの子どもたちが灯ろう流しを行いました。

主な内容 Ｐ1
Ｐ2

Ｐ3

表紙・目次

泉区民ふるさとまつり
　　悠・遊フェスティバル　

育成者研修会・校区交流会

Ｐ4 支援活動紹介

Ｐ5

Ｐ6

専門指導委員研修会
  指定都市育成研究協議会 仙台大会
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泉区長賞

泉区育成会会長賞

シニアリーダー賞

すてきな作品をありがとうございました。受賞作品写真は表紙にて掲載しております。

高森東小学校

福岡小学校

将監小学校

駒木　菜月さん

佐川祥太郎さん

渡辺　有咲さん

6年

2年

4年

ふるさとまつり協賛会会長賞

専門指導委員長賞

事業部長賞

松陵西小学校

加茂小学校

松陵西小学校

小山　愛可さん

齋藤　芽衣さん

牛坂　　豪さん

5年

6年

6年

　8月20日（土）泉区民ふるさとまつり協賛会主催による『第31回泉区民ふるさとまつ
り』が開催されました。開会の前に，会場に駆けつけた大勢の子どもたちが東日本大震災
の犠牲者を悼み，黙とうを捧げました。
　泉ヶ池のほとりには，子どもたちの作った270個の灯ろう
が並び「希望」「絆」「がんばろう東北」など，震災後の復興にむ
けて祈りを込めて作られた作品が多くありました。
　泉区子ども会育成会は，灯ろう作りやバルーンアートの
コーナーを出店し，ジュニアリーダーの皆さんなどと共に，
子どもたちの夏の楽しい思い出となる泉区民ふるさとまつ
りを盛り上げました。どのコーナーも子どもたちの笑顔があ
ふれていました。

バルーンアートコーナーには，
子どもたちの長蛇の列が

東日本大震災の犠牲者を悼み
黙とうを捧げる子どもたち

第31回  泉区民ふるさとまつり

平成23年度　受賞灯ろう作品　紹介

復興へ祈りをこめて

泉ヶ岳　悠・遊フェスティバル
　10月8日（土）泉区まちづくり推進協議会
主催による『泉ヶ岳悠・遊フェスティバル』
が開催されました。
　会場となった泉ヶ岳スキー場フィ－ルド内
で，泉区子ども会育成会は子どもたちが楽し
く遊べる手作りのコーナーを出店しました。
どのコーナーも笑顔あり歓声あり，多くの子
どもたちが参加し，泉ヶ岳の大自然にかこま
れ楽しい秋の１日を過ごしていました。

　今年度は仙台市子ども会連合会との共催により，東日本大震災被災地子ども会

の活動支援の一環として，育成会ブースに参加申し込みをした子どもたちに温か

いいも煮やおいしいおにぎりを提供いたしました。 

ストラックアウト
コーナー

ストラックアウト
コーナー

パーフェクト賞
とるぞ～！

オリジナル紙ヒコーキ

紙鉄砲作りコーナーも

楽しかったよ！

バルーンアート
コーナー

バルーンアート
コーナー

ドッチビー
コーナー
ドッチビー
コーナー

エイ！
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　普段何気なくやっているラジオ体操
にきちんと意味があることを教わりな
がら，全身を動かしました。仙台市ラ
ジオ体操連盟の方々の楽しいお話を交
えてのご指導に，子どもたちにぜひ伝
えたいという思いがわきました。

ジュニアリーダー・嘱託社会教育主事・
インリーダー研修会のやり方など
様々な疑問に，答えていただきました。

　講師の泉区専門指導委員の方々のご指導のもと「ＫＹＴ～
危険予知トレーニング～」が行われました。子どもたちが遊
んでいる様子を描いた絵をもとに，どこに危険が潜んでいる
かグループごとに意見を出し合いました。

ラジオ体操
平成23年5月20日金曜日　泉区役所東庁舎５階大会議室にて，育成者研修会が行われました。

泉区子ども会育成会
会長　千葉　貴和子　　　あいさつ

プログラム1

プログラム3

プログラム4

プログラム2

KYT～危険予知トレーニング～

テーマ別懇談会 事前に希望していたテーマに分かれてグループ懇談を行いました。

インリーダー研修について

●開会式　

平成22年度 事業報告

～真剣にラジオ体操をやったことがありますか!?～～真剣にラジオ体操をやったことがありますか!?～

他校区の活動を知り，自校区の参考
に！様々な情報交換を行いました。

子ども会活動情報交換
子ども会は異年齢が集う場。楽しい
子ども会活動にするための話し合い
が行われました。

遊びを通した異年齢集団活動

ジュニアリーダーとは…市教育委員会の支援を受け，子ども
と大人をつなぐリーダーとして，活動している中学生・高校生の
ことです。

嘱託社会教育主事とは…社会教育主事の資格を持つ先生の
ことです。インリーダー研修会のやり方を一緒に考えて下さい
ます。

危険を予知して子どもを守る大人になる!

校
区
交
流
会

　泉区子ども会育成会では，役員決めや子ども会行事，町内会との連携など，校区が抱える様々
な問題や日頃の活動についての情報交換を目的として，校区交流会を開催いたしております。

　インリーダー研修会で
は，ＫＹＴ・ゲーム・クッキ
ングなどをジュニアリー
ダーと一緒に楽しく行う
ことができました。

参加者からの声
　震災の影響により予定
していた活動ができず悩
んでいましたが，他校区
の活動や素敵なアイディ
アを知ることができ，と
ても参考になりました。

参加者からの声

育成者研修会
参加者 泉区内29校 80名
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学
校
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ま
し
た
。

　今
か
ら
六
年
前
の
平
成
十
七
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三
月
二

十
日
、
福
岡
西
方
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
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ュ
ー
ド

(

Ｍ) 

７
．０
の
震
度
６
弱
の
地

震
が
発
生
。こ
の
福
岡
西
方
沖
地
震
に
よ
り
、

福
岡
市
か
ら
船
で
約
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十
分
の
と
こ
ろ
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す
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玄
界
島
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大
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の
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援
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だ
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、
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全
に
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す
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ま

で
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約
五
年
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月

日
を
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し
ま
し
た
が
、

今
で
は
元
の
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を

取
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し
、
玄
界
島
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皆
さ
ん
は
元
気
に

暮
ら
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　福
岡
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界
島
子
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会
の
皆
さ
ん
は
、
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日
本
大
震
災
の
こ
と
を
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、
仙
台
の
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ど

も
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に
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と
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気
に
な
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に
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ま
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ま
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た
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し
く
遊
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み
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ま
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。

≪韓国福岡青年会議所の紹介≫
韓国福岡青年会議所は，日本と韓国の友好の橋渡しや地域貢献はもちろんのこと，世界の平和と繁栄
に貢献することを目的とした団体です。約60名で構成され，福岡を拠点に活動なさっています。
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福岡玄界島子ども会から

手作りの竹馬・竹ポックルのプレゼント

千葉会長のアドバイスに
子どもたちも真剣

　七
月
一
日
（
金
）
七
北
田
小
学
校
「
地
域
共

生
科
」
の
二
年
生
の
授
業
「
見
せ
る
ぞ
！
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
パ
ワ
ー
」が
行
わ
れ
、
泉
区
子

ど
も
会
育
成
会
千
葉
会
長
、
専
門
指
導
委
員

の
濵
野
友
則
委
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が
、
子
ど
も
た
ち
の

「
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ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
話
し
合
い
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に
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し
ま
し
た
。
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、
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た
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。
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。
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。
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。

子
ど
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荒
浜
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訪
問
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岡
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・
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の
東
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本
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に
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舎
が
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害
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近
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の
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と
地
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内

の
施
設
で
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生
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送
ら
ざ
る
を
得
な
か
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た

小
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が
三
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た
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校
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。

　十
二
月
五
日
に
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
二
十

九
小
学
校
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の
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の
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流
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の
中
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、震
災
後

の
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ど
も
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の
現
状
に
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話
し
合
い

も
な
さ
れ
ま
し
た
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年
利
用
し
て
い
た
ボ
ー
リ

ン
グ
場
等
の
施
設
の
利
用
が
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可
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に
な
っ
た
た

め
、地
域
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施
設
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し
、子
ど
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達
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成
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役
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が
工
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し
て
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作
り
の
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を
実
施
し

た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、十
一
月
に
地
域

内
の
施
設
が
使
え
る
よ
う
に
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り
、二
月
の
歓
送

迎
会
が
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
子
ど
も
会
も

あ
り
ま
し
た
。地
域
の
活
性
化
と
子
ど
も
会
活
動
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の
関
係
が
大
き
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と
思
わ
れ
ま
す
。
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ど
も
達
の
元
気
な
声
が
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こ
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、学
校
・
町
内
会
・
市
民
セ
ン

タ
ー
・
児
童
セ
ン
タ
ー
・
他
多
く

の
団
体
と
共
に
子
ど
も
会
活
動

の
再
生
と
充
実
に
向
け
て
、進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

5

　“ダン！ダダン！”　馬場小学校区子ども会の元気な子どもたちによる

躍動感あふれる和太鼓の音が会場いっぱいに響き渡り，第48回指定都市子

ども会育成研究協議会仙台大会はスタートしました。全国より13の指定都

市子ども会育成会が集い「元気になろう子ども会 親も地域も一緒に元気」

のテーマのもと，様々な意見交換と今後の子ども会活動の活性化につなが

る協議が行われました。記念講演では，講師に新田新一郎氏をお迎えし

「地域の活力と子ども会」をテーマにご講話いただきました。「子どもの

笑顔と元気のために何ができるか」日頃の支援活動についてのお話は“笑いあり涙あり”会場からは，大き

な拍手が湧き上がっていました。部会協議では，4つのテーマに分かれ分科会が開かれ，各都市の発表者から

活動事例の紹介があり，積極的な意見交換がなされました。子ども会育成会活動の充実化が，子どもたちの

元気はもちろんのこと親や地域を元気にしていくことに繋がるのだと，実感した有意義な大会となりまし

た。ご参加くださいました皆様ありがとうございました。

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
！
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団
活
動

地
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く
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第４８回　指定都市子ども会育成研究協議会　仙台大会
～元気になろう子ども会　親も地域も一緒に元気～

泉区ふれあい体操！元気よく１. ２. ３. ４♪
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開　　催　　日No. 行　　　　事　　　　名 場　　　　所 人数
4月
5月
7月
8月
10月

12月
12月

2月
3月
3月

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

22日（金）
20日（金）
8日（金）
20日（土）
8日（土）

5日（月）
20日（火）

24日（金）
1日（木）
22日（木）

11月19日（土）～20日（日）

1月14日（土）～15日（日）

泉区子ども会育成会総会
育成者研修会
校区交流会
泉区民ふるさとまつり
泉ヶ岳悠・遊フェスティバル
指定都市子ども会育成研究協議会
校区交流会
専門指導委員研修会
泉っ子キャンプ
校区交流会
広報誌発行
新役員研修会

泉区役所
泉区役所
泉区役所
七北田公園
泉ヶ岳スキー場ゲレンデ
秋保温泉ホテルニュー水戸屋
泉区役所
泉区役所
泉岳少年自然の家
泉区役所
－
泉区役所

̶
80
32
236
284
̶
 47
 26
 32
 
̶
 

仙台市泉区子ども会育成会
住 所：仙台市泉区泉中央２丁目１番地の１
　　　 泉区保健福祉センター家庭健康課内
URL：http://www.izumi-ikuseikai.com/

ホームページにて詳しい活動内容を紹介しております。
ぜひ，ご覧ください。

編集後記 　東日本大震災から１年。震災の影響を大きく
受けた子ども会活動。絆・希望の言葉を胸に，地

域の方 （々育成者）に温かく見守られ，笑顔と元気を取り戻して
いく子どもたち。その子どもたちの笑顔と元気が，周りの大人と
地域を笑顔と元気にしていく。様々な取材を通し，子どもたちの
ために何ができるだろうかと尽力されている育成者の方々の姿
にふれることができました。地域の中で育つ子どもたちを大切
にしたいものですね。取材・寄稿・アンケート回答にご協力くだ
さいました皆様ありがとうございました。

将監くれよん（ＪＬサークル）

◇
泉
区
子
ど
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成
会
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団
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）

（
個
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）
将
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れ
よ
ん
（
Ｊ
Ｌ
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ー
ク
ル
）
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生

　修
二
（
実
沢
）

赤
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絵
（
実
沢
）

野
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恵
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光
台
）

小
池

　美
江
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黒
松
）
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島

　浩
美
（
黒
松
）

高
嶋
多
恵
子
（
松
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）

伊
藤

　早
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（
虹
の
丘
）

◇
仙
台
市
子
ど
も
会
連
合
会

（
団
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）

（
個
人
）

泉
ヶ
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小
学
校
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ど
も
会
育
成
会
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Ｊ
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加
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）

◇
指
定
都
市
子
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会
連
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協
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会

（
団
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）

（
個
人
）

黒
松
小
学
校
区
子
ど
も
会
育
成
会

将
監
く
れ
よ
ん
（
Ｊ
Ｌ
サ
ー
ク
ル
）

平
山

　弘
代
（
松
森
）

◇
東
北
地
区
子
ど
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会
育
成
連
絡
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団
体
）
泉
区
シ
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ア
リ
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ダ
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連
絡
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会

七
北
田
Ｊ
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サ
ー
ク
ル
あ
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す

◇
泉
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
個
人
）
亀
沢

　徳
子
（
八
乙
女
）

平成23年度　仙台市泉区子ども会育成会主要事業

平成23年度　表　彰　者　一　覧

平成23年度　役　員　名　簿
◇
専
門
指
導
委
員
会

千
葉
貴
和
子

赤
間

　俊
治

佐
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枝

田
中
ひ
ろ
み

刀
根

　和
子

会

　長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

会

　計

濵
野

　友
則

阿
達

　洋
史

山
崎

　道
隆

塩
川

　裕
子

　
　赤
間

　俊
治

千
葉
貴
和
子

　
　荒
川

　陽
子

朝
倉
か
ほ
る

　
　松
元

　洋
子

佐
藤

　幸
枝

　
　阿
部

　聡
子

田
中
ひ
ろ
み

　
　高
橋

　美
智

千
葉

　一
生

　
　内
田

　夏
彦

委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

◇
総

　務

　部
青
木
奈
保
美
（
八
乙
女
）

高
橋

　由
美
（
松
陵
西
）

馬
場

　峰
子
（
野

　村
）

中
川
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利
（
将

　監
）

加
藤
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美
子
（
松

　森
）

荒
川

　陽
子
（
南
光
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東
）

片
倉

　淳
子
（
黒

　松
）

高
橋
み
つ
子
（
南
中
山
）

大
槻

　満
枝
（

　桂

　）

熊
谷
佐
知
子
（
市
名
坂
）

部

　長

副
部
長

◇
事

　業

　部
升
川

　美
紀
（
高

　森
）

赤
間

　幸
恵
（
加

　茂
）

品
川

　敬
子
（
福

　岡
）

庄
司
美
保
子
（
根
白
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